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午前の部

10：00　開会・会長挨拶

一般欝涜第1部

上田宏（サケ学研究会会長）

進行：卜部浩一（さけます内水試）・工藤秀明（北大院水）

10：05　釧路沿岸域におけるサケ幼稚魚の分布　一一一一一一一一一一一一一一一……＝‥…一一一日一一一〇春日井潔・安吾隼人

・青山智哉・神力義仁・飯嶋亜内・宮腰靖之　〈さけます内水試）

10：22　網走沿岸で漁獲されたケイジ（鮭児）の年齢組成と魚体サイズ　一一……一一一・一日＝一一一山一一一山山一一一

宮腰靖之（さけます内水試）・吉田裕次（網走漁協）

10：39　オホーツク中部常呂川におけるウライ上流域へのカラフトマス親魚の遡上数推定　－一一一一一日一

日一一一一一一一一……一一一山…－…一一一一一一一一一…0藤原其・虎尾充・安吾隼人・宮腰靖之（さけます内水試）

10：56　北海道日本海におけるサクラマスの回帰率の変動要因について・…・…一一一・一一・・…－……一一…山一

－山一…一一日一一一…一一一一一一一一一一一一一…＝一一一一0飯嶋亜内・宮腰靖之・青山智哉・大森始（さけます内水試）

11：13　石狩川流域におけるシロザケの産卵遡上行動　一一…－……一一一一一一一・一日…一一一D林田寿文（寒地土研）

・有賀誠（明治コン㈱卜篠原陽（北大院環）・高橋緑（明治コン㈱）

・山口紘（北大院環卜渡辿和好・矢部浩規（寒地土研卜上田宏（北大FSC）

11・30　豊平川における砂州地形とシロザケの産卵環境の関係について　………一一一一山一一一一一一一一一一一一一…一一

11：47～13．00　昼休み
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矢野雅昭・矢部清規・林田寿文（寒地土研）
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午後の部
一般語演第2部　　　　　　　　　　　　　　　進行：潜水宗敬（北大院水）・林田寿文（寒地土研）

13：00　サケ科魚ヘルペスウイルス0円CO7一毎77血∠Jmα∫孤、′irus（OMV）の全ゲノム解析　一一一一一一一一…一一一一

笠井久会・宮水守（北大院水）

13：17　湾生活期におけるシロザケ稚魚の腸内に見出された乳酸菌について一一…一一一一一一一一日－…・一・一…一一一

清水恵子（北里大釜石研）

13：34　サケ科魚類のインスリン様成長因子結合蛋白の免疫測定法の確立と成長との関係・…一山一

一一一一日一一一日－…一一一一一…－…一一一一…一一…一〇福田美樹・川口航平（北大院水卜木村志津雄（北大FSC〉

・原彰彦・清水宗敬（北大院水）

13：46　本邦のサケ属魚類4種における背隆起に関する比較解剖学的研究　一一一……＝‥…一一一一一一一一一一・…

‾…‾山一－‾…一・一……一一一日……0渾健太・工藤秀明・越野陽介（北大院水）・伴其俊（北水研）

・市村政樹（北大院水・標津サーモン科学館）・足立伸次（北大院水）

13：58　ベニザケの母川記銘期における脳一下垂体一甲状腺系ホルモンの変化一一一一一一…一一一……一一一一一一一一一…‥

古川　直大（北大院環卜水野伸也（さけます内水試）

・阿部邦夫・平間美僧（北水研）・飯郷雅之（宇都宮大廉い上田宏（北大FSC）

14：10　ベニザケ脳内における性成熟に伴うキスペプチンおよびGnRH遮伝子の発現動態　一一一一一一一一一

（北大院環）・佐藤俊平・平間美信（北水研）
・天野勝文（北里大海洋生命）・上田宏（北大rSC）

14：22　カラフトマス（0〃COr／叩C血J∫gO血∫C加）の沿岸域における遊泳環境の検証　一一一一…－一一一一・…－…一

‾仙‾‾‾‾……一日‾‾‾一一一一一一一〇篠原陽（北大院環）・本多健太郎（北大pSC）t野別衆博（知床財団）

・宮下和士（北大fSC）

14：34　連続的な深度・水温データから捉えるサケの河川進入～北海道東部におけるデータロガー

の大規模標識放流データを用いたケーススタディ～　……一泊ノ桐ヒ斗（函館国際水産海洋

都市推進機構）・篠原陽（北大院環）・宮腰靖之（さけます内水試）

・本多健太郎（北大FSC）・山口紘（北大院環）・宮下和土（北大FSC）

14：51～15：15　休憩

招待講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　上田宏（サケ学研究会会長）

15：15　持続可能なふ化放流事業と野生魚の共存を目指して：海外の研究事例紹介－…一一一一一……】一一…

農学研究院教授）

一般講演第3部　　　　　　　　　　　　　　　　進行：宮腰靖之はけます内水試）

15：45　マイクロサテライトDNAマーカーによる三陸岩手のサケの遺伝粋性分析　一一一…一一…一一一一一一一一一

塚越英晴・阿部周一（岩手大三陸水産研セ）
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16：02　遡上障害の解消によるサケ・マスの産卵環境回復畳の推定　…－…一一一一一一日一一一一一………一一一一…一一一

一叩＝一一一一……・一一一一一一日○卜部活一・宮腰靖之（さけます内水試）・三島啓雄（北大サステナ研）

・川村洋司（さけます内水試）

16：19　サケ稚魚の群れ行動の発達　一一一山一一一一一…一一一一一一一一一一一一……－……一〇虎尾充・宮本真人・安吾隼人

・小林美樹（さけます内水試）

1636　標津町内各水系におけるシロザケの自然産卵状況および発眼時の生残率　一一一日叫一一一一・…一一一一

一一一日…・一一〇市村政樹・西尾朋高（標津サーモン科学館）・織田美登志・成田睦美（標津漁協）

・中村怒二・戸田雅彦（標津さけ定置漁業部会卜山崎忠仁・片山亮太（標津町）

・蠣崎宏・戸田審己（根室管内さけます増協卜小野郁夫・徳田裕志（北水研）

・小林美樹（さけます内水試）・越野陽介・瓜生大輔・工藤秀明（北大院水）

自由討論

16：53～17：15

各部門代表および参加者からの情報提供，問題提起等

次回開催場所・内容の意見徴収

17：15　閉会

進行：工藤秀明（事務局）

帰山雅秀（生態学部門代表）

18．00懇親会・…－………一一…………－……居酒屋「場末の和顔」（ばすえのわがお）

北区北七粂西7－6－17，Tel：01ト706－0028

（北大生協の裏の出口から少し札幌駅より借楽園緑地と同じ区画）

☆申し訳ございませんが事前申込者限定です。
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一般講演第1部

釧路沿岸域におけるサケ幼稚魚の分布

○春日井潔・賓吉隼人（さけます内水試道東）・青山智哉
・神力義仁（さけます内水試道南）・飯場亜内・宮腰帝之（さけます内水試）

背景と員的　この数年北海道の秋サケ漁獲量が低迷していたが，その中でもえりも以東海区の東

部地区は資源畳の落ち込みが著しかった。この地区のサケ増殖の中心河川である釧路川の資源回復

を目指して，さけます内水試では2012年から釧路沿岸域において海洋環境調査とサケ幼稚魚の分

布を調べてきた。ここでは2年間の沿岸調査で明らかになったことを報告したい。

材料と方法　2012年は，白糠漁港，釧路港，昆布森漁港の計16カ所において，表層水温の測定

とサケ稚魚の目視観察を行った。釧路港湾内において，夜間に2カ所でたも網によるサケ稚魚採集

を行った0釧路川河口沖（Aライン），阿寒川河口沖（Bライン），茶賂川河口沖（Cライン）の距岸

0ふ1，4，7bnに定点を設定し，A2～A4，B2～別では2娘曳きによる稚魚採集と海洋観凱Cl

～C4では海洋観測のみを行った。2013年は，夜間のたも網による採集を釧路港に加えて，千代ノ

浦漁隠昆布森漁港でも行い，釧路港西側の渚帯で地曳網による採揃を行った。沿岸域における調

査は，Cライン，A3，A4，B4の調査を廃止した以外は2012年と同様に行った。

結果と考察　2012年と2013年において港湾内の水温の平均値が8℃を超えたのは5月上旬と6

月上旬，13℃を超えたのは7月上旬と6月中旬であった。両年ともサケ稚魚は4月下旬から観察さ

れ，もっとも多く観察されたのは5月下旬と6月上旬であった。2012年では7月上吼2013年で

は6月下旬にはほとんど観察されなくなった0港湾内におけるサケ幼稚魚の分布は表層水温に大き

く左右されていると考えられた。

沿岸域の全定点の平均水温は，8℃を超えたのが6月上中旬で，両年とも7月中旬までには13℃

を超えなかった0距岸1knl以内の定点におけるサケ稚魚のCfUEは両年とも5月中旬から7月中

旬に10尾此mを超えた。CpUEが最も高く推移した釧路川河口沖1血では5月中旬～6月下旬に

かけて100尾／kmを超え，阿寒）rl河口沖］kmでは両年とも6月下旬に100尾／kmを超えた。N九

距岸4km以上の定点ではCPUEが10尾伽lを超えることはなかった。沿岸域のサケ幼稚魚は，平

均CpUEが6月中下旬に高い値を示し∫平均水瓶が13℃に連する前に採捕されなくなった。

釧路港湾内・渚帯では調査期間を通して体長組成に大きな変化はなく，釧路川から降河してきた

サケ幼稚魚が入れ替わって採捕されたものと推測された。一九釧路沿岸域では6月上中旬までは

体長組成に大きな変化はなかったが，6月下旬では大型の幼魚が多くなった。2012年の6月下旬の

阿寒川河口沖では釧路川以西から放流した標識魚が多く発見された。

押付諒ツ㌧　Ll拭蒐
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一般講演　第1部

網走沿岸で漁獲されたケイジ（鮭児）の年齢組成と魚体サイズ

○宮腰靖之（さけます内水試）・吉田裕次（網走漁協）

背景と目的　秋サケ定置漁業において，秋サケに浪じって漁獲される未成熟のサケはケイジ（鮭

児）と呼ばれ，脂質含丑が高く，秋サケ1万尾に対して1～2本程度しか漁獲されないために希少

であることから極めて高値（1尾10万円など）で取引される。ケイジに関する科学的な情報は多く

なく，今臥　まとまった数のケイジの魚体測定（尾叉瓦体乱年齢）を行う機会を得たのでここ

に報告する。

材料と方法　2013年9～11月，網走港でのサケの水揚げの際∴未成熟の個体をケイジとして取り

分けて仁尾叉長と体重を計測し，さらに鱗を採取して年齢査定を行った。調査は網走漁協の定置漁

場のうち，ケイジの漁獲が多い漁場の漁獲物を中心に調査を行ったが，漁獲されたケイジ全数を測

定できたわけではなかった。なお，2013年の網走漁協での秋サケの漁獲尾数（速報値）は4，446，410

尾である。

結果　2013年9月25日から11月12日にかけて，計157尾の未成鶴のサケを測定した。10月下

旬をピークとし，10月中に全体の83％（131尾）を測定した（図1）。年齢組成は1＋が3．2％（5尾），

2十が40．1％（63尾），3＋が51．0％（80尾），4＋が5．7％（9尾）であった。測定されたケイジのうち，

最小サイズの個体は43cm，0．9kg（年齢：1＋），最大サイズの個体は69cm，4．7kg（年齢は3＋）

であった。各年齢の平均サイズを表1に示した。また，ケイジの肥満度（1．36）は秋サケ（1．13）

と比べて高かった。

図12013年に測定したケイジの旬別・年齢別個体数

表12013年に測定したケイジの年齢別魚体サイズ

個体数　　　尾叉長くcm）　　　体正（kg）

（尾）　平均　±拍欄媚差　平均　土傭船

1＋　　　　　5　　45．6　士　　2．0　　1．30　土　0．27

2＋　　　　　61　　57．3　±：　　4．0　　　2．59　±　0．57

3＋　　　　　75　　　61．1：±　　　3．6　　　3．15　：±　0．60

4＋　　　　　8　　　61．8　±　　2．3　　　3．15　士　0．37

全体　　149　　59．1　±　　4．8　　　2．86　±　0．70

ー7－
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図2　2013年に測定したケイジと秋サケの
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一般講演第1部

オホーツク中部常呂川におけるウライ上流域へのカラフトマス親魚の遡上数推定

○藤原其・虎尾充・安吾隼人・宮腰靖之（さけます内水試）

背景と目的　漁獲邑回帰年の降水凰河川水温等をパラメータとしたカラフトマスの回帰量の

推定モデルでは来遊資源に占める天然産卵由来魚の割合が放流魚のそれより高く，自然産卵と気候

変動が資源変動に大きく関与しているとの報告がある　仏′toritaetal．2006）。しかし，天然魚と放流

魚の構成比あるいは両者の回帰率については全く解明されておらず，実態は良くわからないのが実

情である。オホーツク東部の網走川と止別川で行った耳石ALC標識魚の放流試験では放流時の標

職率に比べ∴回帰時の標職率が有意に低く，河川間の移動（迷入）や自然産卵を示唆する結果が得

られている。実際，河川間の移動に関しては情報が得られつつあるが，自然産卵の実態については

不明の点が多く，放流魚の回帰率を明らかにするには自然産卵の実態も把握する必要がある。そこ

で先行調査において自然産卵遡上魚が確認されている常呂川においてウライ上流域へのカラフト

マス親魚の遡上数推定を試みた。なお，常呂川は流路延長120．5kmの一級河川で毎年480万尾のカ

ラフトマス稚魚を放流し，採卵用親魚を掃獲する増棺河川である。

材料と方法　常呂川の捕獲施設で捕獲されたカラフトマス親魚の一部にリボンタグ（チューブで

固定）を装着し，平成24年8月31日～9月1勘9月10臥9月20日の3回に分けパ51尾（9216

凰♂635尾）をウライ上流へ再放流した。また，増水による遡上も含めたウライ上流への移動の

有無を縫取するた軌9月1日には標識魚110尾をウライ下流へ再放流した。なおJ放流場折放

流月日，雌雄を特定できるよう異なる色のリボンタグとチューブを装着した。放流後，ウライ上流

域の支流B河川において遡上親魚の目視調査とホッチヤレの回収調査を実施した。調査は9月9日

から10月16日まで計6回実施し，調査区間を踏査して遡上親魚および産卵床を計数した。また，

ホッチヤレは雌雄の判別，標識の有無を確認し，尾叉長あるいはPOHレングス（postorbital－hypural

length；眼轟の後端から下尾骨後端までの長さ）を測定し，計数の重複を避けるため，魚体に切れ

込みを入れた。また，調査時に定点の水温を測定した。

結果と考察トコロホロナイ几隈几仁頃几ルクシニコロ川，無加川においてカラフトマス

の辺上が確認された。このうち，標識魚は，ルクシニコロ川を除く支流で確終され，河口から約

100km上流に位●置する無加川まで遡上しているのが経常された。一九ホッチヤレはトコロホロナ

イ川，隈川，ルクシニコロ川の3河川で218尾が回収され，このうち，標識魚（脱落個体含む）は

トコロホロナイ川と隈川で回収された55尾であった。ウライ上流へ放流した標識魚のうち，13尾

が捕獲楓1尾が沿岸定置網でそれぞれ再輔された。また，ウライ下流へ放流した標識魚のうち，1

尾が上流域で目視されると共に定置網でも6尾が市浦された。これは河川増水によりウライが沈ん

だため，ウライ上下流への移動が起こったものと考えられた。ウライ上流へ再放流した原職魚のう

ち，捕獲軌　ウライおよび沿岸定置網で再輔された84尾を除いた767尾を標識放流の実数とし，

上流域において標識魚と宋標識魚が一様に分布し，Petersen法が成立すると仮定すると上流域へ遡

上したカラフトマスは3，000尾と推定された。よって，ウライ上流域への遡上数は河川回帰尾数（捕

獲尾数十上流域への遡上数）の約8．5％を占めると考えられた。今後は来遊量の増減あるいは河川

流量等の河川環境に伴う年変動も明らかにするため，複数年調査を実施する必要がある。

軒漣ザ㌢二・練



一般講演第1部

北海道日本海におけるサクラマスの回帰率の変動要因について

○飯嶋亜内・宮腰靖之・青山智哉・大森始（さけます内水試）

背景と目的　道さけます内水帯では，主に北海道日本海側を中心にサクラマス幼魚の試験放流と

回帰調査を行い，放流効果のモニタリングを行ってきた。放流直後に降悔しト約1年間の海洋生活

を送った後に母川に回帰する放流幼魚の沿岸漁業による漁獲尾数や放流河川への遡上尾数には，大

きな年変動が見られている。本研究は，放流幼魚の回帰率の変動要因を明らかにすることを目的と

して，回帰データと環境要因との解析を行った。

材料と方法　北海道日本海南部に所在する道さけます内水試道南支場において，鰭切除により標

識を施したサクラマス幼魚を4～6月に放流した（1998～2012年）。放流翌年の3～6月に放流河川付

近の漁業協同組合支所において，旬1～2回の間隔で調査日を設定し，漁獲されたサクラマス全数

を調べて標識魚の漁獲尾数を記録し，体長・体重を測定した。調査日に確認された標識魚の総数を，

水揚げ日数に対する調査日の抽出率で除すことによって標識魚の漁獲尾数を推定し，さらに放流尾

数で除して，回帰率を算出した。調査時もしくは放流河川に遡上した標識魚から採鱗を行った（2001，

2009～2013年）。放流幼魚と回帰魚の鱗の比較により，淡水生活期に形成される淡水帯と降海後に

形成される海洋帯を識別した（図1）。降海後の越冬時期に成長が停滞し，隆起線が密集した冬期

帯が形成されるため， 鱗の淡水帯末端から冬期帯直前の幅は（図1の点線矢印），降海後から越冬

前までの成長量を示す。魚鱗計測システム（ラトックシステムエンジニアリング）を用いて，淡水

帯宋端から冬期帯直前の幅を測定した。

結果と考察　回帰率と，冬季の北太平洋の温暖・寒冷化に影響するアリューシャン低気圧の勢力

の指標である北太平洋指数PorthPacincIndex：NPI）の放流年11月の借が，有意な正の相関を示し

た（戸0．59，m＝15，ア＜0．0恥　また，回帰率が高い年は回帰

時の体サイズが大きい傾向を示した。鱗紋解析を行った6

年間において，淡水帯末端から冬期帯直前の幅の年平均値

と，放流年11月のNPIとの間（pO．87，m＝6，ア＜0．05）及び

回帰時の平均体長との間（pO．86，m＝6，ア＜0．0瑚こ有意な正

の相関が見られた。以上から，サクラマスが越夏場所から

南下し成長停滞の始まる11月に，NHが高く極東域が温

暖な年は，越冬前の高成長期間が長くなり越冬サイズが大

きくなるため，冬季の生残が良好で大型サイズで回帰する

と考えられ，アリューシャン低気圧が回帰率の年変動に強

い影響を及ぼしている可能性が示唆された。

－9－

図1放流幼魚①と回帰魚②の鱗・実線
矢印は淡水帯，点線矢印は海洋帯のうち
冬期帯直前までを示す



一般講演第1部

石狩川流域におけるシロザケの産卵遡上行動

○林田寿文（寒地土研）・有賀誠（明治コン㈱ト篠原陽（北大院環卜高橋緑（明治コン㈱）

・山口　紘（北大院環）・渡連和好・矢部清規（寒地土研）・上田宏（北大FSC）

背景と目的　石狩川流域はシロザケ（伽cor卸乃C力〟∫たeね）の重要な生息場であり，多くの個体が

遡上・産卵を行う。そのため，頭首工などに魚道が数多く設置され遡上調査が行われてきたが，魚

道機能評価として，単に遡上の可否を論ずるのではなく，構造物のない河川内の行動との比較によ

り魚道有効性の評価が必要と考えた。本研究は，石狩川河口で放流し千歳川に遡上する群（横断工

作物なし）と，石狩川中流で放流し石狩ノJL上流や忠別川へ遡上する群（稚魚放流地点まで頭首工と

床止めが6基）を設定し，テレメトリーを用いた遡上行動調査を行った。

材料と方法　電波と超音波の機能を併せ持つ発信機（Lotek社）が装着されたシロザケを，2013

年9月30日に石狩川河口（河口放流私KP2付近左岸）から18凰10月23日に石狩川タップ大橋

上流（中流放流，Kf）45付近右岸）から25尾を放流し行動追跡を行った。河口放流の個体は石狩湾の

定置網で採輔されたものを使用し，中流放流の個体は旧花園頭首工魚道のトラップで採捕されたも

のを使用した。超音波受信機（Lotek社およびVemco社）は，石狩川19基，千歳川3基，忠別川2

基，豊平川1基の合計25基を設置した（図－1）。また，不定期に各河川の堤防上や高水教から電波

の探索を行いシロザケ個体の位置を特定した。シロザケの遡上行動調査は，9月下旬から12月中旬

まで行われた。

国－†石狩川流域調査位置図

r牢㌔ギノクがⅦ応急へl

結果河口放流個体18尾のうち，千歳川遡

上13尾（うち11尾はインディアン水車到

達），石狩川KP150付近1尾，石狩川Ef44

付近1嵐　梅へ降下2尾，河口付近で盤死

（推定）1尾であった。中流放流個体25尾

のうち，石狩川Ⅹf150より上流へ5凰　忠

別川の稚魚放流地点2尾，内大部川3風

神居古澤下流1尾，旧花園頭首工下流2尾

徳富川1尾，パンケ歌志内川2尾，石狩川

頭首工付近4尾，降下個体5尾（うち2尾

は千歳川へ進入）であった。以上のデータ

から，遡上時の遊泳速度などの遡上行動の

，、　訴F誹

詳細な把糧や魚道評価が可能となる。



一般講演第1部

豊平川における砂州地形とシロザケの産卵環境の関係について

○矢野雅昭・矢部清規・林田寿文（寒地土研水環境保全チーム）

背景と目的　人工卯字化放流技術の向上と共に漁獲量を増加させた，シロザケ（伽cO7一桓祝融∬鹿鹿）

漁であるが，近年では河川での自然再生産の必要性も指摘されている。そのため，河川整備におい

ても産卵環境に配慮する必要があり，保全・創出すべき河川要素の把握が重要である。

サケ科魚類の産卵環境には，浸透流の発生に影響することから河床地形との関係が指摘されてい

る。この河床地形は，河床勾配や河川平面形状により様々なものがあるが，中流部の直線的に整備

された，川幅が広い河道における主な河床地形の成因は砂州であると考えられる。しかし，砂州地

形内の物理環境分布と産卵環境の関係を詳細に検討した事例はない。本研究では，現地調査を基に，

砂州地形により形成される平面的な物理環境分布と産卵床分布を調査し，その関係を検討したもの

である。

材料と方法　現地調査は，平成23年10月～24年1月に，北海道石狩川支流の豊平川において，

本流の石狩川との合流点から11．8～13．05bnの範囲で行った。調査は，横断測亀　河床材札　浸透

流私河川水温・河床内水温差調査を行った。横断測量は，縦断間隔10mで行い∴河床材料，浸透軌

河川水温・河床内水温差は】縦断間隔20mで，主流路を等分するよう1軌線当り4～5地点調査し

た。これらの調査結果を，三角形分割補間法により補間し，囲化した。砂州地形の河床内水温を詳

細に把握するため，産卵床が多数確認された砂州において，縦断方向約40m間隔に5測線設け，自

記水温計を1測線あたり5地点埋設した。後期群の産卵床が多数確認された，主流部から外れた箇

所においても自記水温計観測を行った。産卵床位置調査は10～12月に毎月一回行い，札幌市豊平

川さけ科学館による同年度の産卵床位置調査結果も合わせて検討に用いた。

結果と考察　地形調査の結嵐調査区間内には，平水時の流量で冠水する砂州の区間と，樹林化

した高比高の河床により水面幅が狭まった区間が確認され，後者の区間では，河床材料が産卵環境

に適さない状況であった。浸透流調査の結見砂州頂部で河川水が浸透する傾向で，砂州前縁線で

湧出する傾向であった。自記水温計による観測結見砂州頂部では，河床内水温の平均値と変動が

河川水と同程度であるのに対し，前縁線では河床内水温が河川水温よりも平均値が高いか，もしく

は変動が小さかった。前期群にあたる10～11月に確認された産卵床の多くは，砂州の前縁繰近傍

に位置していた。このことは，砂州の頂部で浸透した河川水が前縁線で湧出し，それに伴い前縁線

の河床内水温が高く，安定し，産卵環境に寄与していることが考えられた。

後期群にあたる12～1月に確課された産卵床は，主流部から外れた箇所に多く確認された。これら

の箇所に設置した自記水温計の観測結果では∴前期群の産卵床が確認された箇所よりも水温がはる

かに高く，地下水の影響が強い箇所であると考えられた。

ヽ‾
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午後の部
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一般講演第2部

サケ科魚ヘルペスウイルスOnco′坤nc仙gmaSOUV血S（OMV）の全ゲノム解析

○笠井久会・宮水守（北大院水）

背景と目的　0円COr妙習C毎Jmα∫01川加S（OM、りは宿主のサクラマスを始めヒメマス，サケ，ギン

ザケ，ニジマスに病原性を示し，特にヒメマス，サケ，サクラマスには強い病原性を示す0腫瘍原

性も実験的に確かめられている。サクラマスからOMVが分離された当孤OMⅣのサクラマスJ

シロサケ，ギンザケおよびニジマスに対する病原性は仔魚期のみであった0一九ギンザケから分

離されたOMVはギンザケに対し，稚魚のみならず，より大型の魚に対しても病原性を有している

ことが報告され，ニジマス由来OMVは，ニジマスに対し強毒であるがト腫瘍原性は認められてい

ない。このように分離掛こよって病原性に大きな違いが見られるものの】これら分離棟は血清学的

に均一であり区別されない。病原性の違いや腫瘍原性を明らかにするには，ゲノムワイド解析技術

を用いた株間の詳細な比故が不可欠であるが，いまだ行われていない。そこで本研究では，わが国

由来株の病原性および腫瘍原性に相違が生じる仕組みをゲノム構造面から解明することを目的に，

OMVの全ゲノム解析を行った。

材料と方法　病原性・腫瘍原性の異なるサクラマス由来のOMV標準株00－7812晩ギンザケ由

来COTV－SSOl株およびニジマス由来RtNa－0010株を実験に供した0ショ精密度勾配遠心分離によ

りウイルスを精製し，精製ウイルスから核酸を抽出し，次世代シーケンス解析に供したロ得られた

コンテイグをマルチプルPCRにより整列化し，コンテイグ間の未知領域およびゲノム末端までの

未知領域をクローニングした乱塩基配列を決定した。次いで，ゲノム塩基配列からORFを抽出

し，機能予測を行った。

結果と考察　OMVゲノムは約164kbpであり，およそ3kbpのリピート領域が含まれ，ロングユ

ニーク領域と両端に逆位反復配列が位置したショートユニーク領域から構成されていた00Rfのホ

モロジー検索の結見魚類および両生類のヘルペスウイルスに保存されている12の遺伝子はOMV

ゲノムにも存在した。エンベロープを構成するタンパク質をコードすると予測されるORfをはじ

め，いくつかのORFはサクラマス由来株と大型魚に対する病原性を有するギンザケおよびニジマ

ス由来株間でアミノ酸配列に相違がみられ，病原性に関わる遺伝子の候補と考えられた。哺乳頬の

ヘルペスウイルスではウイルスゲノム中の癌遺伝子が細胞のアポトーシス誘導を抑制し，細胞の癌

化を促進することが知られている。OMVのあるORfはアポトーシス抑制タンパク質の機能が付さ

れていたことから】腫瘍原性にこの遺伝子が関与している可能性が示された。
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一般講演第2部

湾生活期におけるシロザケ稚魚の腸内に見出された乳酸菌について

○滑水恵子（北里大学感染制御研究機構釜石研究所）

背景と目的　シロザケ漁は岩手県の主要な水産業の一つである。資源維持のために人工ふ化放流

事業も盛んに行われており，各ふ化場においては，健康な稚魚を安定的に生産することが求められ

ている。近年，ヒトの健康について腸内細菌が大きく関与することが明らかにされてきているが，

腸内細菌とサケ稚魚の健康状態の関係は未解明である。そこで，サケ稚魚の腸内細菌を把握するた

めに，ふ化場および湾生括期の腸内細菌について分子生物学的手法を用いて調査したので報告する。

材料と方法　岩手県内のふ化場および湾海域の稚魚の腸内細菌を比較するために，平成24年は

甲子ふ化場および山田隠平成25年は甲子ふ化場，織笠ふ化軌釜石湾ならびに山田湾の稚魚を

採集した。採集した稚魚は一20℃で凍結した。また，乳酸菌の獲得経路を明らかにするために，H25

年には表層のプランクトンを採集し，エタノールで圃定した。魚体を解凍後，腸を掃出し，TEバ

ッファーを加えてすり慣した後，ビーズ・フェノール法でDNAを抽出した。プランクトンについ

ても同様の方法でDNAを抽出した。抽出したDNAを鋳型にしてト細菌型16SリボソームRNA遺

伝子の超可変領域をPCR＿増幅し，次世代シーケンサーによる塩基配列解析およびDGGE法（変性

剤濃度勾配ゲル電気泳動法）によるプロファイルの比較解析を行った。

結果と考察16Sリボソーム遮伝子に基づく系統解析の結見ふ化場と湾海域の稚魚の腸内細菌

は大きく異なることが分った。平成24年5月に山田湾で採集した稚魚3個体のうち2個体から乳

酸菌上et‘CO770∫加属細菌が8割を超える高い割合で検出された。再現性を確認するため，翌25年5，

6月に山田湾および釜石湾の稚魚を同様の方法で調査した結見5月の稚魚からは上e‡JCO”0∫加属細

菌が検出されたが，6月の稚魚からはほとんど検出されなかった。一九乳酸菌の獲得経路と想定

した5月におけるプランクトンの付着細菌について同様の解析を行った絡私乳酸菌はほとんど検

出されなかった。そこで，腸内細菌のDGGEプロファイルと耳石解析による推定海水移行日（岩手

県水産技術センター提供）を比較した結見エel‘C0770JbC属細菌が検出された稚魚の海水移行日は3，

4月に集中しており，5月以降に海水移行した稚魚からはエe〟CO770∫わC属細菌はほとんど検出されな

かった。また，採集群ごとの平均尾叉見海水生活日数ならびに乳酸菌の出現頻度を比較した結見

海水生活日数が40日を超え，尾叉長がSOmmを超える稚魚において乳酸菌の出現頻度が高かった。

尾叉長80mmの時期は発育期とされ，消化管が完成し，摂餌機能と遊泳力が著しく強化される時

期とされている（帰山1986）。今後，湾生活期のサケ稚魚の成長における上だ乙∠C8770∫加属細菌の機

能を探索するとともに，優占化機構についても解明していく。

世∵脾⑯榔瀬
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一般講演第2部

サケ科魚類のインスリン様成長因子結合蛋白の免疫測定法の確立と成長との関係

○福田美樹・川口航平（北大院水卜木村志津雄（北大FSC）・原彰彦

・滑水宗敬（北大院水）

背景と目的　魚類の成長にはインスリン様成長田子（IG17）一Ⅰが重要な役割を果たしているが，

その活性はIGア結合蛋白（IGfBP）によって調節されている。IG］ぎBPには1～6までのタイプがあ

り，それぞれIGpの活性を促進もしくは阻害している。さらに∴硬骨魚類ではそれぞれのサブタイ

プが存在する。サケ科魚叛の血中には主に3種類の工GF即が検出されJそれぞれ－1a，－1bおよび一2b

と同定された。このうちIGF］〕P－1aと－1bはIGF活性の阻害型とされ，特にtGFBP－1bはストレスに

対して高感度に血中に誘導されることが報告されている。そのため，血中IGfBP－1bは負の成長の

指標になると考えられ，その定量は魚の成長状旗を診断する上で重要となる。しかし，現段階では，

定量法は放射免疫測定法（MA）に限られる。そこで，本研究ではIGF即－1bの時間分解蛍光免疫

測定法（TRrFIA）を確立し，サクラマスにおいて，負の成長の指標としての有用性を検討した。

材料と方法　ビオチン標識した精製マスノスケIGFBp－lbを用いて，競合法によるn－FIAの確

立を行った。まず，ヤギ抗ウサギIgG抗体が同相化された96穴プレートに，抗fGFBP－lb血隠精

製IGFBP－1bもしくは血清試料を添加した。そして，楳職工GFBp－1bを入れて競合させ，さらにア

ピジンーEuと反応させて蛍光を測定した。次に，北海道大学北方生物圏フィールド科学センター七

飯淡水実験所にてJ個体標識したサクラマス1年魚を用いた絶食実険を行った。実験魚を絵札絶

食および再給餌群に分け，給餌群には実験期間中1日1回の給餌を行い，絶食群は餌止めした。再

給餌群は4週間の餌止め後，2週間給餌した。絶食後および再給餌後に各群7個体ずつ尾叉風体

鼠肝重畳を測定した後，血液を採取して血清試料を得た。

結果と考察　条件検討の結鼠抗血将の希釈倍率が1：4000，標織IG下BP－1bの浪度が5ng／n11の条

件で良好なスタンダードカーブが得られ，その測定範囲（ED80～ED20）は0．9～24．6ng／mlだった。

工G］了即－1aと－2bに対する交差性はそれぞれ3．1％および0％と低かった。スタンダードカーブとサク

ラマス血清希釈系列との間に平行性が確認された。さらに，IGNによる測定への阻害作用は見ら

れなかった。アッセイ間変動係数が12．5％，アッセイ内変動係数は97％であった。これらの結果か

ら，魚頬で初めてIGFBP－1bのTR－pIAが確立された。本測定系を用いて，絶食実験に供したサク

ラマスの血中tG下BP－1b盤を測定した結見4週間の絶食で有意に高くなり，その後1週間の再給

餌で給餌群と同程度まで低下した。さらに，成長のパラメーターと血中IGF］〕P－1b畳との相関を調

べたところ，個体の体長および体重の成長率などと負の相関が見られた。以上の結果から，血中

IGf即－1bはサクラマスの負の成長指標として有用であることが考えられた。

’㌔ェ一一一一・1√一1ゝ

0／7COJィyJtC／川∫爪。∫01J
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一般講演　第2部

本邦のサケ属魚類4種における背隆起に関する比較解剖学的研究

○薄健太・工藤秀明・越野陽介（北大院水）・伴英俊（北水研）

・市村政樹（北大院水・標津サーモン科学館）・足立伸次（北大院水）

背景と目的　遡河性サケ属魚類（C cco毎秒cc〟∫Spp．）の雄は，性成熟時に第二次性徴としての背

隆起を発達させる。同属の中でも背隆起の発達の程度は種によって異なり，特にカラフトマス（0．

gorみ昆∫C桓）の顕著な背隆起については，高水分含量を示す疎性結合組織の新生および骨組織の成長

により発達することが，我々の研究グループにより明らかにされている（Susukietal．inpress）。し

かしながら，カラフトマス以外のサケ属魚類の背隆起内部構造は不明である。本研究では，本邦の

サケ属魚類4種（サクラマス0．椚即的ベニザケ0．円er転シロザケ0．加わおよびカラフトマス）

の成熟雄を用いて，サケ属魚類の背隆起の各種における形簡学的構造および種間の差異を明らかに

することを目的として，背隆起の外部形態解析および組織化学的解析を行った。

材料と方法　供試魚には，サクラマス（砂蘭部川および遊楽部川遡上個体：渡島管内さけ・ます

増殖事業協会より分与），ベニザケ（美々川遡上個体：北海道区水産研究所より分与），シロザケ（遊

楽部川遡上個体）およびカラフトマス（標津川遡上個体：標津サーモン科学館より分与）の産卵親魚

の成熟雄個体を用いた。外部形態解析には，画像解析ソフト（MorphoJ，Klingenberg2011）を用いた

ランドマーク牡による幾何学的形態計測を行った。背部組織の組織化学的解析には，一般的な組織

観察に併せ，多糖類，ヒアルロン酸，脂質および頬骨をそれぞれ検出する各染色を行い観察した。

結果と考察　外部形態解析により，背隆起の発現は4種の中でもベニザケとカラフトマスにおい

て顕著であることが改めて示され，背隆起が最も高い部位がベニザケとカラフトマスでは背鰭前端

より吻側に位置していたのに対し，サクラマスとシロザケにおいては背鰭前端部であることが確認

された。全4種において，背鰭前端部における前頭断面では筋組織の発達が認められたが，結合組

織畳が極めて少なかった。ベニザケおよびカラフトマスの背隆起の最も高い部位の前頭断面におい

ては，背側中央隔壁部と背側端部でヒアルロン酸を含有する疎性結合組織が著しく発達していた。

サクラマスおよびシロザケにおいても同部位に疎性結合組織が認められたが，その発達度合いは他

の2魚種と比較すると非常に小さく】特にサクラマスからはヒアルロン酸が検出されなかった。同

部位における脂肪はカラフトマスとベニザケで少なく，サクラマスとシロザケでは豊富に存在して

いた。全4種においてフ不完全神経間辣および神経妹周辺に骨芽細月包が認められたが，骨芽細胞の

細胞活性はカラフトマスとベニザケで高く，サクラマスとシロザケでは低かった。

内部構造の観察から，背部組織における疎性結合組織の新生および骨組織の成長の程度が，種ご

との背隆起発現の程度を反映している可肯劉生が示された。カラフトマス雄の背部組織では，成熟に

伴い脂質成分が水分に置換されることが示唆されている。本研究のベニザケとカラフトマスにおい

て，背隆起高が最も大きくなる部位が背鰭前端部よりも前方に位置していることは，成熟に伴い疎

性結合組織に置換される脂肪組織の発達が最も大きい部位に対応しているためであると考えられ

た。カラフトマスとベニザケでは】盛んな脂質代謝と背隆起内のヒアルロン酸に由来する豊富な水

分により，背隆起が顕著に発達すると推察された。

－17－



一般講演第2部

ベニザケの母川記銘期における脳一下垂体一甲状腺系ホルモンの変化

○古川直大（北大院環境）・水野伸也（さけます内水試卜阿部邦夫・平間美信（水研七北水研）

・飯郷雅之（宇都宮大農）・上田宏（北大FSC）

背景と目的　サケ科魚類は銀化し海水適応能を獲得して降河回遊し，その際に母川固有のニオイ

を記銘すると考えられている。銀化および母川記銘には‥昭一下垂体一甲状腺系ホルモンが重要な役

割を果たすと考えられており，その最上流部に位置する甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン（TRH）

が主導的な役割を果たすことが提唱されている。しかし，サケ科魚類においてはその詳細は解明さ

れていない。本研究はサケ科魚類の母川記銘期の脳一下垂体一甲状腺系ホルモンの変化を明らかにす

る目的で，ベニザケ（0円COr毎刀Cゐ〟∫門er肋）1歳魚を用いて脳内の2種類のTRH前駆体遼伝子（TR上a・

TRm）と下垂体におけるTSHβのmRNA発現鼠　および血清中T3・T4濃度の解析を行った。

材料と方法　実験には北海道区水産研究所静内さけます事業所産ベニザケ1歳魚の脳の視索前野

一視床下弧下垂凧血液および鯉を記銘期前から後にあたる1月から7月の期間に採取した。TRHa・

TRHbおよび下垂体のTSHβmRNA発現量はリアルタイム定量PCRにより測定し，血清中T3・T4

濃度はELISA法により測定した。銀化進行度の指標として，海水適応能に重要な鮪のm活性を

ウアパイン存在下および非存在下でのATI）分解畳の差から算出した。

結果と考察　母川記銘期における視索前野一視床下部のTRHa・bmRNA発現量は，1月から5月

までのサンプルの解析が終了しており，6月・7月のサンプルについては現在解析中である。TRHa

mRMの発現量は】雄雌において1月から3月にかけて増加した後に4月に向けて減少するが5月

に向けて再び増加していた。雄雌ともに1月と5月の値の間で有意差が検出され，雌では4月から

5月にかけての発現量の増加にも有意差も検出された。TRHbmRNA発現量は，雌雄ともに変動は

するものの有意差は検出されなかった。下垂体のTSHPmRNA発現量は，雄では1月から7月にか

けて増加していき，雌では1月から4月にかけて減少し5月に増加した乱7月に向けて再び減少

した。血清中T3・T。濃度は，雌雄ともに3月から4月にかけて激的に上昇した後，雄では7月まで

高値を維持し，雌では5月に向けてすぐに減少した。雌椎でTSHβmRNA発現量と血清中T3・n

濃度の変化の挙動が異なったことについては，5月以降の雄の個体の中には早熟雄が存在していた

ことが原因であると考えられた。ニホンウナギ（血節∠肋ノ呼ロがcd）の先行研究より卵巣の発達に伴

いTS叩遺伝子発現畳と血清中T4濃度が増加する（Hmetalリ2004）ことが明らかになっているた

軌成熟度の差が雌雄のTSHβmRNA発現畳変化と血清中T，・T4濃度変化の挙動に差を生じさせ

たことが示唆された0また，鯉のNKA活性は，雌雄共に4月に最大となり1月の値との間には有

意差も検出された。血清中T3・T4濃度と舷のNmU活性が4月に最大となったことか∃らベニザケ1

歳魚の銀化のピークが4月であったことが推察された。

－18－



一般講演第2部

ベニザケ脳内における性成熟に伴うキスペプチンおよびGnRH遺伝子の発現動態

○村上玲－（北大院衆卜佐藤俊平・平間美信（水研七北水研）

・天野勝文（北里大海洋生命）・上田宏（北大FSC）

背景と目的　サケ科魚類は繁殖を行うために性成熟し，降河時に記銘した母川固有のニオイを想

起して母川回帰すると考えられている。サケ科魚類の性成熟および母川回帰は，脳一下垂体一生殖腺

系ホルモンが制御しており，その中でも生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン（GIIRH）が特に重要な

役割を果たすことが，これまでの研究により明らかにされている。近年，GIIMをさらに上流で制

御する因子としてキスペプチンが注目されている。キスペプチンは脊椎動物脳内の視床下部に存在

するニューロンがつくるペプチドであり，GnRHの強力な分泌作用を持つことが報告されている。

サケ科魚類においてもkiss2遺伝子の存在が明らかになっており，性成熟や母川回帰において重要

な役割を果たしている可能性が考えられる。しかし，哺乳類ではキスペプチンの研究が盛んに行わ

れているが，サケ科魚類におけるキスペプチンの知見は少なく，キスペプチンとGnRHの関係につ

いても不明な点が多い。本研究ではベニザケ脳内における性成熟に伴うキスペプチンの挙動，およ

びキスペプチンがGnRHに及ぼす．影響を明らかにすることを目的とした。

材料と方法　実験には7月未から8月初旬にかけてベーリング海にてサンプリングしたベニザケ

（○刀CO7一秒乃C力〟∫乃er慮α），および安平川水系美々川に回帰したベニザケを成熟途上（9月）と排精・

排卵（10月）の雌雄を使用した。サンプリングの殿上脳を領域別に分断し性成熟に特に重要である

とされている視床下部を使用した。脳内のキスペプチン遺伝子kiss2，およびSalmonGnRH前駆体

遺伝子であるsGnRH－トsGnm－ⅠImRNA発現畳をリアルタイム定量PCR．によって測定した。

結果と考察　視床下部におけるkissZmRNA発現量は，美々川に回帰した成熟途上個体および排

精・排卵個体と比較して，ベーリング海においてサンプリングされた未成熟個体で雌雄ともに高か

った。SGmRH－Ⅰ・SGIIRH－ⅠImRNA発現量はベーリング海の未成熟個体で高い傾向が認められ，kiss2

と似た挙動を示した。klSS2mRNA発現量とSG工lMmRNA発現堂の挙動が類似していたことから，

ベニザケにおいてもキスペプチンがGIIRHを制御している可能性が示唆された。また，成熟個体と

比較して，未成熟個体でkiss2mRNA発現量が高かったことからキスペプチンが性成熟開始のトリ

ガーとして重要な役割を果たしていることが推察された。現在卜脳の他領域において同様の解析を

行っており，総合的に考察を行っていく予定である。

0円COr砂乃C加∫77eJ血
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一般講演第2部

カラフトマス（Onco／旬m血惜卯／加sc厄）の沿岸域における遊泳環境の検証

○篠原陽（北大院環）・本多健太郎（北大FSC上野別貴博（知床財団）・宮下和士（北大FSC）

背景と目的　知床半島において，カラフトマスは重要な漁獲対象種となっており，主にマス小型

定置網によって漁獲される。一般的に定置網は来遊魚を待ち受けて漁獲するので，効率良く漁獲す

るためには，漁獲対象種の遊泳環境を把撞する事が重要である。マス小型定置網は，浅い岸近くの

海域に設置される事が多いので，本種は同様な海域を遊泳していると推測される。しかしながら7

本種の沿岸域における移動生態に関する知見は不足しているため，実際にどのような環境を遊泳し

ているかは明確になっていない。本研究では，沿岸域においてカラフトマスは，浅い岸近くの海域

を遊泳している事の検証を目的とし，2種類の調査を実施した。（1）バイオロギング手法を用いた放

流調査を行いフ本種の鉛直的な動きを把握する事で，浅い層を遊泳している事を確認する。（2）標識

放流調査を行い，本種の水平的な移動を把握する。本種が沿岸域では岸近くを遊泳しているのであ

れば，多くの個体が放流場所から近い定置網で再捕獲されると考えられる。

材料と方法　調査は知床半島沿岸域において，20帆2008年の8月上旬に計5回実施した。供託

魚は，マス小型定置網で漁獲された物を用いた。供試魚にデータロガー（1分毎の遊泳深凰経験水

温を記録）と，リボンタグを装着した後，半島西側の付け軋及び東西先端の3マイル沖から放流

した0再捕獲された個体からデータロガーを取得し，海洋を遊泳していた際の遊泳データを抽出し，

解析に用いた。また，同半島沿岸域を6つのエリアに区切る事で，供試魚の再捕獲場所の傾向を明

確にした。調査全体で，データロガー装着個体を計14個軌標識個体を計759個体放流した。

結果と考察　計5個体の遊泳データを解析に用い，標識個体は計526個体（再捕獲率姐3％）が再

捕獲された∴遊泳データから，カラフトマスは深度20m以浅の表層を常に遊泳する個体，表層と深

度30m前後までの潜行と浮上を繰り返す個体，深度15m付近を常に遊泳する個体の3種に大別出

来た8鉛直移動は一様ではなかったが，本種は20m以浅を最も遊泳している傾向がみられた。また

各調査の再捕獲個体の60％以上が，放流地点の存在するエリアで再捕獲されていた。以上の結果は，

多くのカラフトマスは放流後フ岸に向かって遊泳し，浅く（20m以浅）岸に近い海域を遊泳していた

事を示唆している。

本研究において，カラフトマスの平均経験水温は16．3士1．5℃であった。一九外洋域では

10・2土1・6℃の水温帯を最も遊泳している事から（Walker2000），沿岸域で遊泳していた深度20m以浅

は】本種にとって高い水温帯であったと考えられる。母州が近いシロザケの成熟個体は，水温が高

くても表層を遊泳し，表層の河川由来のニオイを基に母川探索を優先して行うと考えられている

（Tanaka2000）0知床半島内にはカラフトマスの遡上河川が多数存在している。また，本種は母川回

帰性が低く（qu血1984），他河川への迷入率が高いと考えられているので（藤原2011），多くのカラ

フトマスが知床半島周辺海域に酎帰してきた時点で，近辺に遡上出来る河川が多数存在していた状

態であったと考えられる0したがってカラフトマスは沿岸域において，シロザケの成熟個体と同様

に，高い水温であるにもかかわらず深度20m以浅の表層を遊泳し，表層に存在する河川水を頼りに

遡上河川の探索を優先して行っていたと考えられる。
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一般講演第2部

連続的な深度・水温データから捉えるサケの河川進入

～北海道東部におけるデータロガーの大規模標識放流データを用いたケーススタディ～

○白川北斗（函館国際水産・海洋都市推進機構）・篠原陽（北大院環）・宮腰靖之（さけます内水試）

・本多健太郎（北大fSC）・山口紘（北大院環）・宮下和士（北大下SC）

背景と巨的　サケ（伽CO7一触血加減由）の母川回帰行動において，母川探索の後に続く河川進入に

関する知見はあまり知られていない。特に，沿岸域から河ノ日進入における遊泳様式を，途切れない

個体データから解析した事例はごく少数である。本研究では，個体の連続的な経験水温，遊泳深度

を取得できるデータロガーを用い，得られた個体の経験水温，遊泳深度と様々な環境データから，

標識個体の空間利用の状態（いつ，どこを遊泳していたのか）を，主に三つ（海域，河口晩河川

内）に区分し，道東におけるサケの河川進入前後の行動のパタン化を目的とした。

材料と方法　2007～2013年の9【10月にかけて，定置網船および遊漁船をもちいた釣獲を行い，サ

ケを捕獲した。捕獲したサケ手も船上で深度・水温ロガー（Lat1400，Lotek．Inc．2007年のみDSTmi11i，

Steroddi．hc）を第一背鰭基上部に装着した。2007年から2013年の調査で，計263個体（2007：n＝5，2008：

n＝42，2009n＝23，2010：n＝26，2011n＝62フ2012：n＝22，2013・n＝83）のサケに同数のロガーを装着し，網

急　ウトロ，標津を中心とする道東沿岸域の海岸線より3マイル沖に放流した。河川におけるロガ

ー装着個体の再捕獲は，道東一帯の主要河川に設置されたサケマス捕獲採卵場で行った。再捕獲さ

れた個体のデータ（経験水軋　遊泳深度）と水位や水量などの環境要因を時系列的に比較するため，

水文水質データベース（国土交通省）などから環境データを取得した。

結果　2007～2013年の間に道東海域に放流した263個体の軋5個体（2008年斜里川：n＝1，2009

年斜里川：n＝1，2011年斜里川：n＝1，2012年常呂川：n＝2）が河川で再捕獲された。ロガーの記録時間は

3－13日間（平均9．8d），放流場所から捕獲地点までの移動距離（LCP）は2ト73km（平均36km）であった。

再捕獲された全てのサケの経験水温と遊泳深度には，大まかに3つの状態が認められた。まず∴結

果1：表層Omから200m程度の深度まで潜行と浮上を繰り返す深浅遊泳の状手数　結果2・遊泳深度

Omかつ経験水温がSSTと近い水温である状凰　結果3：表層遊泳中（遊泳深度Om付近）であるにも

かかわらず，経験水温が4から8℃程度急激に低下し，その後は低い水温のまま表層遊泳をする状

態が認められ，これらの状態は基本的に連鎖（lel→2→3）していた。また，経験水温・遊泳深度

と河川の環境データ（水量や水位）を時系列的に比較したところ，上記3の水温が急激に低下した時

間には】他の時間よりも水位や流量が低く，干潮となる傾向があった。

考察　再捕獲された個体の経験水温，遊泳深度，海域のSST，海域・河川地形および再捕獲日時

の比較により，結果1から3の行動連鎖は，子毎域・河口域・河川内への移動によるものと考えられ

た。また，サケの河川進入前後の経験水温と環境データの比較から，サケの河川進入には河川水位

や流鼠干潮等が血ggerとなると示唆された。したがって，道東沿岸域に回帰したサケは，河口直

前まで深浅遊泳を繰り返し∴河口で好適な条件を待ちつつ，その後に河川に進入すると考えられた。

子→恕7，
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招待講演

持続可能なふ化放流事業と野生魚の共存を目指して：海外の研究事例紹介

荒木仁志（北海道大学大学院農学研究院）

背景　「日本のサケは，その殆どがふ化場由来である」とは，つい最近まで国内外における一般

常識であった。実際，年間18億匹にも及ぶ大規模なサケ稚魚放流事業は日本の水産資源を維持す

る上で大きな役割を果たしている。一方で，日本の河川で自然産卵する野生魚は河川や海洋におけ

る環境変化によりその数を大きく減らし，資源としての価値を失ったと考えられてきた。この状況

は海外でも広く知られており，「自国のサケマスを日本のようにしてはならない」とは筆者がとあ

るアメリカでの会議で直接聞いた，現地サケマス研究者の言である。

最近のふ化放流魚と野生魚を巡る研究例　この流れを受け，サケ科魚類のふ化放流魚に関して筆

者が携わったアメリカ，スイスでの研究事例を紹介する。アメリカ・オレゴン州での筆者らの研究

はふ化放流魚が親魚として遡上した後，次世代，次々世代の自然繁殖成功度を目的としたもので，

DNAマーカーに基づく1万5干個体の遺伝情報解析を行った結果を報告する。一方，スイスにお

ける研究ではふ化放流魚の形態に着日し，親の由来（人工飼育魚か野生魚か）が子供の形に与える

影響について報告する。これらの研究は人工的な環境下で育つ魚が自然環境下とは異なる選択圧に

さらされ∴結果として自然環境に適応できないまま放流されている可能性を示唆している。このよ

うな放流魚と野生魚との自然交配がもたらす遺伝的・長期的影響については理論的予測の余地を出

ていないが，今後の実証が待たれる。

日本のサケにおける今後の展望　日本においてもサケ野生魚の存在価値は見直されつつある。日

本の河川におけるサケマスの状況は実際には我々が思っているほどふ化放流一辺倒ではなく，野生

魚の自然再生産は漁業資源量にも一定の貢献をしていることが分かってきた。とはいえ日本のサケ

野生魚の実態についてはまだまだ未解明な点が多く，今後より野生魚に焦点を当てた研究が進めら

れる必要がある。と同時に，ふ化放流事業の在り方についても今後野生魚の自然再生産と共存しう

る新しい形を模索することで，人にもサケにも益する持続可能型事業としての更なる発展が期待さ

れる。
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一般講演第3部

マイクロサテライトDNAマーカーによる三陸岩手のサケの遺伝特性分析

○塚越英晴・阿部周一（岩手大学三陸水産研究センター）

背景と日的　サケは水産重要種であるが，資源管理に向けた遺伝学的知見はまだ十分でなく，中

でも本州の個体群については極めて少ない。そこで本研究では，三陸岩手のサケを対象に逸伝的多

様性や遺伝的類縁関鼠前期遡上群と後期遡上群間の過伝的差異などを明らかにするために，マイ

クロサテライトDNAマーカーを用いて予備的に解析を行った。

材料と方法　岩手県沿岸河川の安家川，津軽石凡気仙川の遡上サケ，および県内陸を流れる北

上川水系の簗几　稗貫凡　砂鉄川の遡上サケまたは放流種苗から各々ヒレ標本を採集した（6地点

で採集時期の異なる10集配計796個体）。時期の異なる遡上が認められている沿岸河川におい

ては，前期群と後期群の模本を探索した。なお，北上川水系のサケの遡上時期は前期群に相当する。

採集された個体から全ゲノムDNAを抽出し，PCR＿増幅とフラグメント解析により本種に最適化さ

れた同属他種のマイクロサテライトDNAマーカー9度を用いて遺伝子型を決定した。その遺伝子

型を基に，各河川集団と採集時期別にヘテロ接合度および一座あたりの対立遺伝子数を算出した。

また，河ノⅠ潤の遺伝的分化の有無を検討するために遺伝的分化指数（薫T）を算出した。さらに，各集

団間の過伝的類縁関係を明らかにするために，近隣結合即J）法により系統樹を作成した。

結果と考察　一座あたりの対立遺伝子数は，沿岸河川では27．8から308であったのに対し，北

上川水系では20・7から25，4であり，沿岸河川集周と比べ北上川水系の河川集団は低い傾向がみら

れた。

各河川の前期群と後期群のすべての組み合わせで速伝的分化が示唆された（ア＜0．05）。また，NJ

系統樹において，前期群と後期群という群ごとのまとまりが認められた。これは，同一河川におい

ても遡上時期傑脚春期）が異なる事によって，両群の間に生殖的隔離が生じたことによると考え

られた。また，前期群についてみてみると，北上川水系と沿岸の河川集団は系統樹の上で各々まと

まり，薫Tからも両者の過伝的分化げ＜0．05）が認められた。以上から，少なくとも三陸岩手には沿

岸前期群，沿岸後期艶および北上川水系という3つのグループがあることが示唆された。
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一般講演　第3部

遡上障害の解消によるサケ1マスの産卵環境回復量の推定

○卜部浩一・宮腰靖之（さけます内水試）・三島啓雄（北大サステナ研）

・川村洋司（さけます内水試）

背景と員的　サケ・マスの資源増花はフ　人工卵芋化放流をベースに行われてきた。今後，サケ・マ

ス漁業の持続可能性を高めるには，野生資坂の保全と管理も重要である。しかし，サケ・マスの再

生産環境は大きく劣化し，中でも河川横断工作物による産卵遡上の阻害は，野生資源の回復を進め

る上で大きな問題となっている。遡上障害の解消を効果的に進めるには，広域スケールで現状評価

を行い，解消効果がより大きな施設を特定する必要があるが，そのためには工作物の位置情報の集

積とGISを用いた解析手法の開発が不可欠である。先行研究では，工作物および魚道の位置情報の

データベース化が進められ，GISを用いて遡上障害が生じている地点およびその上流域の区間距離

を推定する手法が確立された。しかし，その手法ではサケ・マスの産卵場所選択に強い影響を与え

る河床材料粒径（礫径）が考慮されておらず，遡上障害区間にどれくらいの産卵適地が存在するか

を評価することができなかった。このため，本研究では，水理モデルを用いて任意の地点の河床材

料粒径を推定する手法を検討するとともに，河床材料粒径への選択性に基づき，オホーツク沿海地

域におけるサ久　カラフトマス，サクラマスの産卵適地量評価を行った。さらに，工作物と魚道の

位置情報を用いて，遡上障害を解消することにより回復可能な産卵環境量の推定を試みた。

材料と方法　解析には環境科学研究センターフ国立環境研究所およびさけます・内水面水産試験

場が共同で作成した流域GISデータベース（河道ラインデータと工作物および魚道位置情報デー

タ）とデジタル標高地図（DEM）を用いた。オホーツク沿海地域の全河道ライン上に50m間隔で

解析ポイント（29，687地点）を発生させ，ポイントを中心とした流路延長1，000mの区間における

河床勾配を算出した。得られた河床勾配値と水理モデルを用いて各ポイントでの河床材料粒径を推

定するとともにト実測値と比較し推定精度の検証を行った。次に，産卵床の粒度分析により得られ

たサケ，カラフトマス，サクラマスの河床材料粒径に対する選択性に基づき，産卵に適しているポ

イントを魚種別に特定し，産卵適地の量を推定した。さらに，工作物および魚道の位置情報を用い

て遡上障害が解消された場合に回復する産卵適地の量（産卵環境回復量）を推定した。

結果と考察　GIS解析により得られた河床勾配推定値と水理モデルを用いて推定した河床材料粒

径は実測値とよく一致することが確欝された。サケ，カラフトマス，サクラマスでは産卵床の河床

材料粒径が異なった。モデルにより予測された河床材料粒径と粒径に対する選択性に基づき産卵適

地と判定されたポイントは実際の産卵場所と良く一致した。解析の結果，遡上障害の解消による産

卵環境回復畳は大水系で大きく，魚種別ではサクラマスで大きいことが確認された。但し，急勾配

河川における産卵適地の予測精度には改善の余地があることも明らかになった。また，解析に用い

た工作物データには農業用施設が含まれておらず，推定結果は大幅な過／J、となっていると考えられ

たことから，今後は農業用施設データベースの拡充が必要と考えられた。
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一般講演第3部

サケ稚魚の群れ行動の発達

○虎尾充・宮本真人・寅吉隼人・小林美樹（さけます内水試道東）

背景と目的　最近，北海道におけるサケ総漁獲量は減少し地区間の漁獲量格差も拡大している。

そのた衿，地区ごとの放流適期の検証や放流種苗の質の再評価が求められている。これまで∴遊泳

力など個体の能力から種苗性を評価した試みはあるが，群れ形成などより高次の行動を基準として

サケ稚魚の種苗性を評価した例は見当たらない。サケ稚魚の人工卯字化放流事業では自然状態に比べ

て高密度で飼育されるた軌　このことがサケ稚魚の群れ行動の発達過程に影響を及ぼす可酸性が考

えられる。そこで本研究では，個体間距離と頭位交角を指標として，サケ稚魚飼育魚の群れ行動の

発達過程を検討するとともに，河川で採集された野生魚との比較を試みた。

材料と方法　実験に用いたサケ稚魚飼育魚は，発眼卵でさけます・内水面水産試験場道東支場の

立体式卵字化器に収容・管理し，2013年1月20日に浮上後，アトキンス式卯字化水槽（長さ3．26mx

幅0．33mx水深0．21m）に収容し給餌飼育を開始した。2013年1月30日，2月4日，2月14日，2

月25日，3月7日，3月19日の計6回，個体間距離と頭位交角を測定した。一方，野生の供試魚

は，2013年4月25日に標津川水系の支流武佐川と7月4日に古多糖川で投網を用いて採集した。

実験に用いた稚魚は，アトキンス式好事化水槽（馴致水槽）に30～50尾を収容し12時間以上馴致

した後，実験に用いた。実験では，馴致水槽から直径約48cmのポリエチレン製タライ（実験水槽）

に無作為にサケ稚魚10個体を移動し，10分間静置後に実験水槽上方に設置したデジタルカメラで

5分阻動画撮影した。撮影した動画から1分ごとに静止画像を切り出し，頭位交角（separationangleフ

SA）と最小個体間距離（nearestnelghbordistance，NND）を算出した。

結果と考察　実験期間中の飼育サケ稚魚の尾叉長は，浮上後10日日の35．63土0．80mmから浮上後

58日目の53．56土2．32mmまで成長した。武佐川で採集した野生魚の平均尾叉長は39．60土1．95mm，7

月4日に古多様川で採集した野生魚の平均尾叉長は51．75土9．58mmであった。算出されたサケ稚魚

の平均SAは，48．5～59．20の範囲にあり，飼育魚・野生魚ともに群れ形成がない場合に期待される

900と有意に異なっていた∴NNDの体長比は体長37～47mmでは0．5～0．7で，体長50mm以上で0，9

と有意に大きくなった。これは，飼育魚，野生魚ともに同様の傾向であった。サケ稚魚では初期か

ら高い集群性を示すことが定量的に示された。また，サケ稚魚の群れ行動への飼育による顕著な影

饗は認められなかった。

一、－－
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一般講演第3部

標津町内各水系におけるシロザケの自然産卵状況および発眼時の生残率

○市村政樹・西尾朋高（標津サーモン科学館）・織田美登志・成田暁美（標津漁協）

・中村恕ニー戸田雅彦（標津さけ定置漁米部会）・山崎忠仁・片山亮太（標津町卜蠣崎宏

・戸田審己（根室管内さけます増協）・小野郁夫・徳田裕志（北水研伊茶仁さけます事業所）

㌧小林美樹（さけます内水鮮道東卜越野陽介・瓜生大輔・工藤秀明（北大院水）

背景と日的「標津町サケマス自然産卵調査協議会」は，標津漁業協同組合，サケ定置漁業部会，

標津町，根室管内さけます増殖協会によって2012（平成24）年1月より5ケ年計画で立ち上げた組織

であり，さらに，北水研さけ・ます資源部根室事業所および道総研さけます内水面試験場道東支場

に指導・協力をいただいている。この協髄会は現在の醇化放流寄掛こ加え，自然産卵資源の増加を

呂的とし，標津町内7水系で，各河川におけるシロザケ，カラフトマスおよびサクラマスの自然産

卵状軌　自然産卵による卵の罪眼までの生残率，稚魚の生息環境の調監さらに産卵適地面積を測

畳している。それぞれの項目について毎月1～3臥構成団体から職員が派遣され調査を行ってお

り，地元漁業者も積極的に参加している。ここでは，本調査によって得られた標津町内各水系にお

けるシロザケの自然産卵状況および発眼時の生残率について報告する。

一材料と方法　自然産卵状況調査は2012年および2013年の9～12月のf乱月に3回，標津町内の

標津几伊茶仁凡忠類川，薫別凡元崎無異川の5水系10河川の28～42地点で定点観測を行っ

た。各ポイントにおいて流路長100メートル以上の区間で，シロザケの生阻死亡個体および産卵

床には目印を付け，その数をカウントし記録した。発眼までの生残率調査は2012年および2013年

の2～3月に自然産卵状況調査の際に目印を付けた産卵床を掘起し，発眼卵および死卵の数をカウン

トした。

結果と考察　シロザケの自然産卵は全水系で縫取された∴称化場近辺では集中し産卵している状

況であったが，それ以外では一部河川を除き，ほとんどもしくは全く確羅されなかった。発眼まで

の生残率調査は，両年とも産卵床に付けた旦弧狙11月中旬以前の増水により流失したため，11月

下旬～12月中旬に産卵が縫取された産卵床で行った。2012年には5水系6河川10地点で75の産卵

床を調査した結果】発眼時の生残率は平均449％土SD43・8（範囲と空旦些）であり，2013年には5

水系5河川8地点で56の産卵床を調査した結果，発眼時の生残率は平均483％土SD377（範囲

0～99．1％）であった。卵の生残率は河川間および河ノ11内でも産卵床により大きく異なっていた。本

調査で得られた卵の生残率の結果は，既報の結果（例えば，佐野・長沢1958）と比べ低い値を示

したが，河川ごとにその要因は異なる可能性が示唆された。今後，当地域で野生魚を増やすために

は，自然産卵個体の密度が膵化場近辺に著しく偏っていることから，その解消が必要であると考え

られる。
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名称．

「サケ学研究会」

サケ学研究会

鮎血0月駄leJICeβocJeわ′帝劇

会費

会費は，当面年額500円とする。

事務局：

北海道大学大学院水産科学研究院

目的．

サケ科魚類の科学に関する学術研究・情報

の交流と普及を図り，その学術研究の発展

に寄与することを目的とする。

事業：

本研究会は，目的を達成するために次の事

業を行う。

1．研究発表会および学術講演会等の開催

2．ホーム・ページの開設

3．関連学会との連絡および協力

4．その他，目的を達成するために必要な事

業

会員：

本研究会の目的に賛同して入会した個人を

会員とする。会員は下記の組織の4部門の

いずれかに所属する。

（入会）

組織と役員

（組織）

遺伝学部門

生態学部門

生理学部門

増殖資源部門

事務局

（役員）

1．会長：組織4部門の代表の輪番制とし，

任期は2年とし，連続しての再任はなし。

2，部門代表：各部門に所属する会員から選

出する。部門代表の任期は4年とし，再

任は妨げないが，連続3期までとする。

3．事務局長：会長が選任することとし，任

期は2年とし，再任は妨げない。

（現在の役員）

会長：上田　宏

遺伝学部門代表：浦和茂彦

生態学部門代表　帰山雅秀

生理学部門代表：上田　宏

増殖資源部門代表：永田光博

入会希望者は，入会申込書を会長に提出し，　事務局長＝工藤秀明

各部門の代表の承認を得る。

（退会）

会員が退会しようとするときは，理由を付

して退会届けを会長に提出する。

なお，会費を2年間未納した会員は自動的

に退会とみなす。
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発表者連絡先（敬称略1発表順）

春日井潔　kasugai－kiyoshi＠hro．or，jp

宮腰靖之　miyakoshf－yaSuyuki＠hro．orjp

藤原　真　fujiwara－makoto＠h「0．0「，jP

飯嶋登内　岬ma－anai＠h「00rJP

林田寿文　hayashidaOlO9＠gmaH．com

矢野雅昭　98283＠cen．go．jp

越野陽介　LkoshlnO516＠yahoo．C0．jp

笠井久会　hlSae＠flSh．hokudaE．aC，jp

清水恵子　keiko．S＠kTtasato－U．aC．JP

福田美樹　mikkLlOitlhd＠gmalLcom

薄　健太　fcchm504＠yahoo．co．jp

古川直大　naonao＠fsc，hokudazac．jp

村上玲－「eiO723＠fsc．hokudai，aC．jp

篠原　陽　akira－Shinohara＠ees．hokudal．aCjp

白川北斗　dlPPer＠触hhokudai．ac．jp

荒木仁志　arakih＠res．agrhokudaz．ac．」P

塚越英晴　tsuk＠rwate－U．aClp

卜部浩一　urabeNhzrokazu＠hro．or．lp

虎尾　充　tora0－mZtSuru＠hro．orJP

市村政樹　masakHchimurasaLmon＠gmafE．com

研究発表会開催地

第1回　2007年9月24日　北海道大学水産学部大会議室（函館）

第2回　2008年12月13日　北海道大学水産学部マリンサイエンス創成研究棟（函館）

第3回　2009年12月5日　旧北海道立水産醇化場本場展示研修館（恵庭）

第4回　2010年12月18日　北海道大学水産学部マリンサイエンス創成研究棟（函館）

第5回　2011年12月17－18日　北海道大学学術交流会館小講堂（札幌）

第6回　2012年12月8日　北海道大学水産学部マリンサイエンス創成研究棟（函館）

第7回　2013年12月22日　北海道大学大学院地球環境科学研究院講義棟D棟（札幌）

領収書

第7回サケ学研究会要旨集代として

￥500－　を領収しました。

2013年12月22日

サケ学研究会事務局

工藤秀明
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サケ学研究会
会長：上田　宏

遣伝単部門代表：浦和茂彦
生態学部門代表：帰山雅秀
生理学部門代表：上田　宏

増殖資源部門代表：永田光博
事務局長．工藤秀明

（hdea・k＠且Sユ1．boklldai，aCjp）

事務局

〒041・8611函館市港町3・1・1

北海道大学大学院水産科学研究院

海洋生物資源保全管理学分野
Tel／FaxO138・40・5602

http：／／www．geOCities．コp／sakekenkyukai／index．
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